国際連携2015-3-04

ラウンドテーブル
「グローバルSCM情報共有基盤の構築に向けて」
[bookmark: _GoBack]日時：2015年10月2日（金）10：00～19：00
場所：機械振興会館　5階　５S-2会議室

目的：
昨年度実施のラウンドテーブルの提言を受けて、今年度は「グローバルSCM情報共有基盤の構築に向けて」をテーマとした「NACCSの情報活用による有用性について」「グローバルSCM情報基盤構築の課題認識」及び「グローバルSCM情報共有基盤への提言」などの自由な意見交換を行う場とする。

出席者：
　ファシリテータ　　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技研株式会社
　ファシリテータ　　　　貴田　隆行　　　株式会社NTTデータ
　ファシリテータ　　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション
参加者　　　　　　　　山内　大二郎　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
参加者　　　　　　　　内藤　和弘　　　小島プレス工業株式会社
参加者　　　　　　　　星合　信吾　　　小島プレス工業株式会社
参加者　　　　　　　　竹内　正人　　　株式会社インテック
参加者　　　　　　　　小松　隼之　　　株式会社インテック
参加者　　　　　　　　澤村　高裕　　　株式会社NTTデータ
参加者　　　　　　　　松田　誠司　　　輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社
参加者　　　　　　　　長嶋　伸雄　　　DHL　Japan株式会社
参加者　　　　　　　　佐藤　光浩　　　山九株式会社
参加者　　　　　　　　岡田　裕彦　　　株式会社MOL JAPAN
事務局　　　　　　　　菅又　久直　　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会
事務局　　　　　　　　斉藤　良一　　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

プログラム：
1． NACCSの情報活用によるグローバルSCM情報共有基盤構築の有用性について
2． グローバルSCM情報基盤構築の課題認識
3． グローバルSCM情報共有基盤構築への提言



1． NACCSの情報活用によるグローバルSCM情報共有基盤構築の有用性について
　遠城秀和ファシリテータのもと､次の2つの発表と関連質疑応答が行われた。
　　　　・NACCSの現状と情報活用に関する可能性
　　　　・グローバルSCM情報基盤構築の進め方
1．1 NACCSの現状と情報活用に関する可能性
　始めに松田誠司より「NACCSの現状と今後の可能性」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
◇全体の内容は､これまでにNACCSが実施してきたこと、これから何をやるのかについての説明があった。
・これまでの37年間で行ってきたのは､関税に関する手続きの電子化で空（航空機）のシステムから始まって海（海上）のシステムに広がった。対象の範囲にも関係省庁～民間企業～国際連携という広がりまでに拡大した。現在は第5次NACCSが稼働しているが、これまでは､ワンストップ・サービス、シングルウィンドウ、システム統合という考え方で推進してきた。
・NACCSのシステム全体像を以下に示します。
[image: ]


・NACCSのこれまでの展開過程を以下に示します。
[image: ]

・そして次の第6次NACCSはシステム統合や機能の充実を図り､更なる安定性・信頼性・経済性を追及して2017年10月の稼働を目指している。
・また、これからのNACCSの新しい業務として本来業務を柱に他の有益な事業―特にNACCSの保有する情報を活用した事業―に取り組んでいくべく準備を進めている。

1．2 グローバルSCM情報基盤構築の進め方
　続いて貴田隆行（株式会社NTTデータ）より「NACCSの情報活用によるグローバルSCM情報共有基盤構築の有用性について」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
・本発表内容は､石油化学工業協会（CEDI）とNTTデータが共同で進めているものでSIPSの国際連携タスクフォース活動の一貫でもある。
・2015年度の活動内容として､NACCSに蓄積された情報を活用した「輸出入当事者間の情報共有化基盤」のフィージビリティスタデイを行う。
・そして、本日のラウンドテーブルでは4つの検討ポイント（NACCS情報の活用可能性ほか3点）について意見を頂きたい。
・引き続き石油化学工業協会にて実施したアンケート結果の報告があった。
・アンケートから得られた業務課題（業務プロセス､ドキュメント､コミュニケーション）を12項目に整理した。
・グローバルSCM情報共有基盤の目指す姿の全体像を以下に示す。
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＜参加者の意見交換＞
・（荷主側として）トラッキングは異常がわかる方式が欲しい。
後工程で前工程からの情報の引き出しが出来ると良い。
⇒引っ張り出すキーがないのでは。
・（求めるシステムは）NACCSの機能拡充が良いのか､それとも他のシステムとのアドオンが良いのか。
　⇒CEDIとしては実現出来れば良いが、新NACCSも検討の１つだ。
・昨年のラウンドテーブルの結論では､グローバルSCM情報共有基盤はNACCS、物流と荷主の情報が連携して出来上がるものという事だった。（事務局）
・ただ今の議論は物流に焦点があてられているが、それをもってグローバル・サプライチェーンと言って良いか。
・韓国のシングルウィンドウは2つのエントリーポイントがある（UNI-PASS／UtradeHub）。1つの国で２つのシステムが競合することはどう思うか。
　⇒何がシングルウィンドウかの定義が無い。ワンストップ・サービスが良いと思う。サービスとしても一本が良い。（NACCS）
・国連ECEにおいては勧告として、33・34・35号においてシングルウィンドウに関する定義等を公表しているのでJASTPROのHPで確認して貰いたい。
　⇒この定義等についてはNACCSにおけるシングルウインドウにも反映されているものと考えている。
・3年前に委員会を作り検討した時の結論は『精緻なデータを出せ』だった。（今回議論している）このようなデータが活用できると良いと思う。関心をもって見ている。
・官庁に出しているデータを活用することの問題はないのか？
　⇒（NACCSとしては）データは預かっているだけという立場であり、民間サイドでの検討を進めて頂きたい。
・（CEDIに入っている立場の）物流のシステム担当者から見た場合､業界VANもあり統一したものがなく､多岐にわたっているがどう思うか？（遠城ファシリテータ）
　⇒（統一したシステム構築には）共感する。日本のプロセスは古典的で保守的だ。より多くの人に､出来れば100％使って貰いたい。FAXの世界が変らない､e-mailの推進もまったく進まない。こんなに進んでいない国は無いのではないか。
　⇒NACCSへの期待はブッキングだ。日本は電話で出来てしまうのでこれが進まない。
・今回の発表はCEDI中心にまとめたが、他業界とのヒアリングも進めていきたい。

2． グローバルSCM情報基盤構築の課題認識
　貴田隆行ファシリテータのもと､次の２つの発表と関連質疑応答が行われた。
　　　　・アンケートによるご意見
　　　　・ロジステック企業の物流ITサービス
２．１　アンケートによるご意見
　始めに事務局菅又久直より「アンケートによるご意見」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
◇荷主の意見は「物流の見える化」「物流におけるペーパーレス化」「NACCSの情報利用」「輸出者と輸入者間の情報交換」及び「ロジスティクス企業への要望事項」の５つの観点でまとめた。主な要点は以下。
・トラッキングのニーズは高くない。
・荷主とフォワーダー間の電子化は進んでいない。PDF添付のメールが多い。
・NACCSから得たい情報として過去の輸出入認可情報など。
・荷主とロジスティクス企業とは､貨物のトラッキング情報に加えて貨物のコンディション（正常／ダメージ）などの情報も欲しい。
◇同様にロジスティクス企業からの意見は「物流の見える化」「荷主との情報交換」「NACCSの情報利用」及び「荷主への要望事項」の4つの観点でまとめた。主な要点は以下。
・「物流の見える化」については､貨物のトラッキング情報､物流コスト情報などタイムリーに提供している。
・海外での内陸（トラックやレイル）の情報収集は困難な場合がある。
・荷主側では業務系の要望と財務系の要望とがある。
・FAXや電話を指向する顧客が少なくない。


・これらを事務局私案としてまとめたものが以下の図になる。
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＜参加者の意見＞
◇「トラッキング」に関する以下の補足説明と意見があった。
・貨物コンディション情報が欲しい：現地に滞留している場合の現地の状況が掴めない､またその時の費用などコスト管理面の情報も掴みたい。
・トラッキングについては満たされているという声が多い。
・通常は問題無いが、異常時のアラームが欲しい。荷主としては必要な日数を見込んで出荷しているが、それを外れた場合のアラートが欲しい。
・トラッキング情報の要望は強い。NACCSに期待するという意味とは違うが、海外における内地情報の要求は強い。
・B to Cの受取人からの要求が増えている。
◇「物流の見える化」に関する以下の意見があった。
・NACCSのシステムと連携させると良いシステムとなる。
◇「物流のペーパーレス化」について以下の意見があった。
・荷主は船社とは直接やり取りをせずフォワーダー経由のため電子化されていない。
・荷主はNACCSの情報利用を期待している。
◇ロジスティクス企業の意見
・回答対象データのメッシュ（粒度）が統一されていない。外資系が多い。精度化が難しく標準化が出来ない。
・インテグレータから見た場合､ペーパーレスは進んでいると思う。外資系企業は95％はEDI化している。標準化もされている。


２．２　ロジスティクス企業の物流ITサービス
　続いて佐藤光浩（山九株式会社）より「ロジスティクス企業の物流ITサービス」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
◇物流ITサービス名はCISS(Customer Information Service System)
・システム開発の基本は､現場作業のサポートを中心にしている。
・サービス内容は自社で管理している全世界の在庫管理・在庫照会を始めとして､出荷指示～出荷指図～路線伝票～貨物トレース～コンテナ船スケジュール～輸出B/L発行予定～輸入CFS搬入予定など。
◇Bookingのサービス他
・輸出混載サービスや航空小口貨物のドアツードアサービス
・他にオープンにしていないサービスとして､3PLシステム、荷主代行システム、貿易代行システムがある。
＜参加者の意見＞
・ユーザーはワンストップで使えるのか？
　⇒ログインは１つ､サービスはタブメニュー方式で行っている。
・海外での利用はあるか？
　⇒海外ユーザーもある。在庫照会や出荷指示など。
・NACCS等を利用したEDIでの情報提供について､S/Iは80％が電子的に利用できるが、残りの20％が問題である。FAXが好きなのか。
・NACCSでインボイスの電子化に取り組んだことがある。（参考までに）
・SCAPでも関心を持っているが実際は収益が見込めるかどうか不明のため進んでいない。
・インボイスについては数量単位の標準化が課題になる。貿易統計をASEANとして統一出来るかの問題となる。

２．３　EGMおよびLegal/Technical WG会議報告
　事務局菅又久直より国連ESCAP主催の「EGMおよびLegal/Technical WG会議報告」があった。
◇先般バンコクで行われた会議での報告で、1つはシングルウィンドウの推進に関するものと他は地域協定締結に関する会議であった。
・アジアに於けるシングルウィンドウに関する議論では、すでにグローバル・サプライチェーン（NSW間のデータ交換を含む）の段階に入っており､日本もうかうかしていられない。
・荷主を中心としたグローバルSCMの実例が出て来ている（韓国など）。コンセプトが決まって来るので日本は目をつぶらないで欲しい。
・アジア太平洋貿易手続電子化の地域協定についての日本側の対応（タイの日本大使館）は、推進の必要性には疑問がある。普及促進のための具体的なアクションプランを合意して､一つ一つ着実に進めるのが良いという感想であった。
3． グローバルSCM情報共有基盤構築への提言
　藤野裕司ファシリテータのもと､次の発表と関連質疑応答が行われた。
　　　　・SCMのトレンドとそれを実現する次世代ACMS
　　　　・インドネシアにおける弊社（インテック）の取組み
３．１　SCMのトレンドとそれを実現する次世代ACMS
　始めに藤野裕司（株式会社データ・アプリケーション）より「SCMのトレンドとそれを実現する次世代ACMS」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
◇SCMのトレンドについて
・国内はSCMの最適化が加速する。物流も含めてすべてを連結または拡大していく流れが大きい。
・グローバルは貿易手続きとの連携が進む。
・産業界と金融業界の連携が始まる。産業界はモノの移動､金融業界は資金の移動で日本も国外も含めて連携して行く。
◇それを実現する次世代ACMS
・エンタープライズデータ連携基盤（BACH：バッハ）について
・データハンドリングプラットフォーム（RACCOON）について

３．２　インドネシアにおける弊社（インテック）の取組み
　次に竹内正人（株式会社インテック）より「インドネシアにおける弊社の取組み」と題する発表があった。
＜発表要旨＞
◇インドネシアの現地企業との共同事業でEDIサービスを展開
・インドネシア（ジャカルタ）にてEDIサービス事業を開始した。
・現地のSI企業であるBIG社と業務提携､この親会社はdnr社という医薬品卸会社。
・多くの島に分れており物流も大変な国ということもあり、拠点は48か所ある。
・EDIサービスはグローバル対応で日本とインドネシア､インドネシア国内､海外と海外を結ぶサポート(EDI-Hub Nex)を行っている。

4． 提言についての自由意見
　「グローバルSCM情報共有基盤の構築にむけて」への提言として以下の自由意見が出された。
◇共通の提言として求めるものと各社で進めるものと区分けしたい（事務局）
◇参加者の意見（以下発言順）
内藤：各海外拠点で現地企業との受発注EDIを実証実験から始めて､現在は実用化に向けて進めている。それらが出来上がった段階で共通基盤に載せて行きたい。
星合：電子化は国際化を念頭に標準のもので進めて行く方針でいる。
佐藤：倉庫システムは全世界１つのソフト（Webベース）で稼動している。しかし、保税管理など地域の違いがあり､業務統一までは至っていない。サブシステムで対応している。問題はネットワーク回線のレスポンスであり特に中国が問題になっている。46か国のユーザーのうち中国がいつも問題としてなる。現在は上海に専用線を引いておりコストの上昇にもなっている。
貴田：使い勝手などの運用面でハードルを下げることやインターフェースについても考えたい。今後業界向けのヒアリングをして要望などの情報を集めたい。
菅又：今日の議論は物流の現場の方などの意見が中心となっている。それは重要なことだ。しかし、ロジステックだけではグローバルSCMから離れてしまう恐れがあるので注意して欲しい。どう繋ぐかを忘れないようにお願いします。
澤村：個人的にはデータフォーマット／業務プロセスの標準化に取り組みたい。企業の特徴をどう取り入れるか､競争力の原点となる所でもありそこが問題になる。共通化するものと独自のものをどう取り込むかなど明確にすることが必要と考える。
藤野：日本のSLAは高すぎる。いいものは自慢に成らない。（コスト感覚も重要）
山内：前回のラウンドテーブルにおける関係者からの発言として、「NACCSへの新規業務の要望し実現したとしても、誰も使わないといった実態がある。」との意見が出されていた。要望を踏まえた新規業務については関係する事業者がこれを利用するという事が必要だ。NACCSが参加するアジアの団体であるPAAは、これまでは貿易手続の円滑化ということに力点を置いていたが、最近ではどちらかというとe-Commerceに力点を置く傾向が強くなっているように見える。とはいうもののNACCSも来年は株を公開することを予定しておりサービスの向上をもっと図りPAAとの連携等国際的にも有用なものにしていかなくてはいけないと思う。
小松：インドネシアの事情は日本とは違う。在庫情報なども管理できていない。日本は進んでいるのでかえって標準化が進まない。
竹内：SCMは長い（川上から川下）ので全体最適が重要と思う。
・SCM統括部門などの設置が必要時期と考える。（藤野）

◇提言としてどうまとめるか？（藤野）
・昨年はグローバルSCMをどうするのか､の議論から今回はロジステックスを取り上げた。そのため､NACCSやNTTデータの前段のプレゼンが中心になっている。しかし、その効果をどうグローバルSCMに反映するかの議論が抜けたかな？（菅又）
・SIPSのフレームワークは国際連携でありそのためのガイドライン作成である。ステークフォルダーである役所､荷主､物流業者のためにどうして行くかが課題だ。（菅又）
・ASEANではシングルウィンドウ論議が進んでおり、そのために地域協定締結を話し合っている。決して物流システムの提案ではない。（菅又）
・日本国内ではNACCSとCEDIを併せてどうするかの議論､海外ではシングルウィンドウの議論がありこれらを一つの流れにして行くことが次のテーマではないか。（藤野）

5． 提言にかえて
　以上の議論、および昨年度の提言を踏まえて､事務局にて次の仮提言をまとめた。

提言：グローバルロジスティックスから、全体最適を目指すグローバルSCMのガバナンスの確立が必要である。
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以上
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